ネット利用も含めた子どもたちの望ましい生活習慣定着及び学習習慣定着にむけた取組
「上川スライド30」実施要領
～「どさんこアウトメディアプロジェクト」推進のための具体的方策～

（平成29年４月28日　上川教育局長決定）

１　背　景
　　平成28年度「全国学力・学習状況調査」の結果において、北海道の子どもたちの学力及び生活習慣は、改善傾向が見られるものの、学力については全国平均を下回っており、メディア接触時間が長い、家庭学習時間が短いといった生活習慣に関する課題が明らかとなっている。
道教委としては、北海道PTA連合会をはじめ多くの団体と協力し、「どさんこアウトメディア」の取組を推進しており、「ノーゲームデー」とともに認知度は高まってきてはいるが、まだまだ継続して取組を行う必要があるとしている。
上川管内においても、子どもたちの学力と生活習慣に関する状況に同様の課題が見られ、学力の向上と望ましい生活習慣の定着は急務であり、より一層、啓発活動等をすすめていく必要がある。
こうした状況を踏まえ、望ましい生活習慣の定着及びメディアによる弊害と学力の向上をより密着に関連させ、「一日当たりのメディア接触時間を家庭学習時間に振り替える」というような具体的な動きを推進する方策として、本実施要領を定める。

２　目　的
　　平成28年度「全国学力・学習状況調査」の結果から浮き彫りとなった北海道及び上川管内の子どもたちが抱える課題の解決に向け、家庭でのメディア接触時間を見直すとともに、家庭学習を推奨し、子どもたちの望ましい生活習慣の定着及び学力の向上を図る。
　　また、「ネット利用も含めた望ましい生活習慣の定着」に向け、これまでの「啓発」から一歩踏み込み、保護者の具体的な行動を促し、地域全体で子どもたちを育む機運の醸成を図る。

３　協　力
　　・上川管内家庭教育サポート企業ネットワーク「上川23ネット」
　　・子どもとメディア北海道（諏訪清隆氏・旭川赤十字病院）

４　実施要件等
(1) 実施主体
[bookmark: _GoBack]市町村・市町村教育委員会・PTA等
(2) 実施期間
通年
(3) 実施場所
家庭
(4) 実施方法
ア　実施主体は、「メディア接触時間のうち30分を家庭学習時間又は読書時間に振り替える」こ
とを推進する以下の取組を行う。
(ｱ) 上川スライド30スタンプカードの活用（必須）
(ｲ) 生活リズムチェックシート（メディアチェックシート）の活用（任意）
(ｳ) 児童・保護者アンケートの実施（必須）
(ｴ) 児童又は保護者を対象とした講演会、学習会、研修会等（任意）
　　　(ｵ) 検証（任意）
　　　(ｶ) 児童の取組評価（任意）
　　　　　表彰や広報紙掲載等、実情に合わせて実施主体が独自に行う。
　　　　　

イ　上川教育局は、「メディア接触時間のうち30分を家庭学習時間又は読書時間に振り替える」
　ことを推進する以下の取組を行う。
(ｱ) 上川スライド30スタンプカード、児童・保護者アンケートの作成
(ｲ) 上川スライド30の取組についての普及啓発
(ｳ) 家庭教育サポート企業（上川23ネット）をとおして、各企業へポスター配布
(ｴ) 児童又は保護者を対象とした講演会、学習会、研修会等の講師調整
　　　(ｵ) 検証
　　　(ｶ) 児童の取組評価（任意）
　　　　　実施主体が行う取組評価への協力
　　　　　

ウ　学校は、「メディア接触時間のうち30分を家庭学習時間又は読書時間に振り替える」ことを推進する以下の取組を行う。
(ｱ) 上川スライド30スタンプカード、児童・保護者アンケートを各家庭に配布
(ｲ) 上川スライド30スタンプカード、児童・保護者アンケートを各家庭から回収

エ　家庭は、「メディア接触時間のうち30分を家庭学習時間又は読書時間に振り替える」ことを推進する以下の取組を行う
　(ｱ) 事前アンケートに記入し、学校（担任）に提出する
(ｲ) 次のとき、保護者はスタンプカードにハンコを押す
・児童がメディア接触時間のうち30分以上を家庭学習時間又は読書時間に振り替えたと
認められたとき
・児童が家庭学習標準時間（学年×10分＋10分）を越えて家庭学習を行ったと認められ
たとき
　(ｳ) 実施主体が設定する期間が終わったら、上川スライド30スタンプカードにメッセージを
記入し、学校（担任）に提出する
　(ｴ) 事後アンケートに記入し、学校（担任）に提出する

５　経　費
　　事業の実施に要する経費は、実施主体が負担する。

６　その他
　　この要領に定めるもののほか、事業の実施に必要な事項については、別に定める。


　　　附　則
　　　この要領は、決定の日から施行する。
